
自治体版タイムライン策定勉強会
説明資料



時間 勉強会内容
11：00 １．開会
11：00～11：10 ２．自治体版タイムラインの作成経緯・目的

11：10～11：50 ３．自治体版タイムライン策定事例の紹介
（１）自治体版タイムライン作成手順
（２）久米南町、美咲町における策定事例の紹介
（３）久米南町、美咲町のタイムラインの紹介

11：50～12：00 ４．質疑応答
12：00 ５．閉会

勉強会のスケジュール
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２．自治体版タイムラインの作成経緯・目的
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自治体版タイムラインの作成推進の経緯
 平成30年7月豪雨災害を受け、水系内の水害対応に関連する機関が情報を共有しスムー
ズな連携を行うことを目指した、各河川水害タイムラインを作成。

 一方で、各河川水害タイムラインだけでは、自機関の対応が網羅できていないため、
各河川水害タイムラインを活用しずらいといった課題が寄せられた。

 また、平成30年7月豪雨においては、庁内連携に関する教訓（福祉避難所に係る部局間の
連携、本部と区本部、各部で決定する事項が不明確等）も明らかになった。

 このため、各自治体内の水害対応における関係部署間の連携の見える化を行うことを目
指した自治体版タイムラインの作成の取り組みを進める。

台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、直轄河川管理区間沿川の市町村の
避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（案）

岡山河川事務所 住民等倉敷市気象・水象情報

水防団待機水位到達
矢掛水位観測所（水位３．０m）

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達
矢掛水位観測所（水位４．０m）

注意体制

避難判断水位到達
矢掛水位観測所（水位４．２m）

洪水予報（氾濫注意情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

氾濫危険水位到達
矢掛水位観測所（水位４．５m）

洪水予報（氾濫危険情報）

水防警報（出動）

○水防団待機

配備前体制

警戒体制

第１次非常配備体制

避難勧告

○毎時又は30分毎に河川水位、雨量を確認

○20分毎に河川水位を確認

○避難所開設の準備

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報）

◇大雨警報・洪水警報発表

○台風に関する気象庁台風説明会

○避難が必要な状況が夜間・
早朝の場合は、避難準備・高
齢者等避難開始の発令判断○必要に応じ、助言の要請

○連絡要員の配置

○管理職の配置

○市長若しくは代理者の登庁

○リエゾンの派遣

○巡視・水防活動状況報告

○休校の判断、体制の確認等

○水防警報（指示）

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○要配慮者施設、大規模事業
者に洪水予報伝達

◇台風予報 -72h

-48h

-24h

0h

○出水時点検（巡視）
○CCTVによる監視強化

【注意体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作

○漏水・侵食情報提供

○被害状況の把握
（ヘリコプター等による迅速な状況把握）

○TEC-FORCEの活動

○被害状況・調査結果等の公表

○水防団等への注意喚起

○避難者への支援

※台風上陸

◇台風に関する岡山県気象情報（随時）

◇大雨注意報・洪水注意報発表

○大雨特別警報の住民への周知

○台風に関する気象庁台風説明会

○ホットライン（岡山地方気象台）

第２次非常配備体制

○災害対策本部を設置

-17h
程度

-2.5h
程度

-1.5h
程度

（必要に応じ実施）

◇暴風波浪警報発表

○防災エキスパート等の要請

◇大雨特別警報発表

○災害対策機械の派遣要請

○災害対策機械の派遣

-6h
程度

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエゾン体制の確認
○協力機関の体制確認・防災エキスパート等の確認
○３時間水位予測に基づき、必要に応じ市長へ注意喚
起（以降継続的に対応）

○河川敷での工事の安全確認
○維持工事業者・河川巡視員への情報提供

○施設（堰・水門・排水機場等）の点検・操作確認

○水位予測
（氾濫注意水位を超えてから3時間毎） ○ホットライン（事務所長）

○重点区間の監視

（市長）

○水防団準備・出動

○水防活動指示

※気象・水象情報に関する発表等のタイミング
については、地域・事象によって、異なります。

○ホットライン（事務所長） （市長）

○自衛隊への派遣要請（市長→知事）

○水門、樋門、排水機場の操作員への避難指示
（氾濫危険水位を超えさらに上昇が見込まれるとき）

○水位予測
（氾濫危険水位を超える恐れのある
ところから毎正時）

○排水機場停止（HWL到達時）

○施設操作員の避難 ○水防団の退避
（河川状況を確認しながら） （河川状況を確認しながら）

○ホットライン（事務所長）
(HWL到達の恐れがある場合）

（市長）

○漏水・侵食の発生（水防団・住民発見）

○内水被害発生
（真谷川沿川、二万谷川沿川
末政川沿川、高馬川沿川等）

小田川
矢掛水位観測所

※避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン（案）（内閣府：平成26年4月）を参考に作成。また、都道府県からの情報もあるが、割愛している。
※時間経過や対応項目については平成１６年１０月台風２３号洪水による気象状況、現在の防災業務に関する計画等を参考に記載している。
※このタイムラインは住民避難勧告の発令に着目したものであり、今後台風接近等の事態に至った場合の対応を実践し、その有効性の検証を行い、実践的に改善するものである。
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【警戒体制】

避難完了

要配慮者避難開始

避難開始

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○防災無線、携帯メール等による避
難準備情報の受信

○避難の準備（要配慮者）

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

避難解除

○防災グッズの準備

○自宅保全

○防災無線、携帯メール等による避
難指示の受信

最終的な危機回避行動

○防災無線、携帯メール等による避
難勧告の受信

○避難の準備（要配慮者以外）

氾濫発生

Ｈ２９年３月

避難準備・高齢者
等避難開始

避難指示（緊急）

決壊の通報

避難勧告等の発令に
着目したタイムライン

避難対応・水防活動
が中心

A市自治体版
タイムライン

吉井川・高梁川・旭川
水害タイムライン
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自治体が行う防災対応全般
(自治体の防災対応に係る部局の

対応全般を整理)

多機関が係る防災対応
が中心

多機関連携の強化庁内連携の強化



令和6年度 自治体版タイムラインの作成状況

4

自治体 作成状況 備考

岡⼭県 済 R4・R5・R6アンケート
（危機管理課）

岡⼭市 済 R4・R5・R6アンケート
（現在の旭川⽔害タイムライン）

倉敷市 △ R4・R5アンケート
（総務局危機管理課）

津⼭市 ▲ R4・R5・R6アンケート
（防災担当）

⽟野市 済

R4アンケート
（危機管理課）
オブザーバー

笠岡市 ▲ R4アンケート
（危機管理課）

井原市 済 R4・R6アンケート
（危機管理課）

総社市 未回答

⾼梁市 済 R4・R6アンケート
（防災復興推進課）

新⾒市 済 R4・R6アンケート
（総務課危機管理室）

備前市 済 R4アンケート（危機管理課）
瀬⼾内市 △ R5・R6アンケート（防災担当）

⾚磐市 済 R4・R5アンケート
（くらし安全課）

済：作成済、▲着⼿中、△検討中、□：⽀援があれば作成、✕：作成の予定はない

自治体 作成状況 備考
真庭市 △ R4アンケート（危機管理課）
美作市 未回答
浅⼝市 済 R4・R6アンケート（くらし安全課）
和気町 未回答
早島町 × R6アンケート（総務課）

里庄町 □
R4・R6アンケート（防災担当）

オブザーバー

⽮掛町 済 R5事務局へ連絡
R6アンケート

新庄村 ✕ R5アンケート（総務企画課）
鏡野町 済 R4アンケート（防災担当）
勝央町 ▲ R6アンケート（防災担当）
奈義町 △ R4・R5アンケート（防災担当）
⻄粟倉村 × R6アンケート（防災担当）

久⽶南町 済 R3に事務所⽀援のもと作成済
R6アンケート

美咲町 済 R3に事務所⽀援のもと作成済
吉備中央町 未回答



自治体版タイムライン策定勉強会の目的
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 自治体版タイムラインの策定を推進することを目的に、令和3年度に美咲町及び久
米南町で策定した自治体版タイムラインの策定の流れを解説する。

水害リスク・課題・対応抽出図 中小河川の氾濫

凡例

人工改変地

扇状地

その他

谷底平野･氾濫原

中起伏山地
小起伏山地
小起伏山地
（特に起伏の小さい地域）

丘陵地（Ⅰ）
（大起伏）

丘陵地（Ⅱ）
（小起伏）

国道

河原

地形分類図

凡例

リスク
避難場所

避難のﾀｲﾐﾝｸﾞ
・基準

H30.7の課題

全町への避難勧告だったため、
ある程度地域に分けて避難勧告
が発令できなかった。

過去には誕生寺川の
氾濫により国道が浸
水したこともある。

平成30年7月豪雨の際は、長雨だったが
短時間に大雨が降った場合、リスクが
あった。
令和元年9月の新見市での集中豪雨の場
合は、予想が難しくリスクも高い。

 久米南町中央公民館を想定している。ここは、過
去にも浸水したことはない。

 状況によっては、小学校、中学校への避難も検討

誕生時ため池の水位に
も注視が必要（水位計
やカメラを設置するた
めには土地改良区との
調整が必要）

洪水危険度分布に
注視が必要

久米南水位観測所の水位
（基準水位は未設定）
に注視が必要

短時間の雨量（10分15ｍｍ程
度）に注視が必要

水害リスクの把握（課題・対応の抽出）

防災行動項目の検討の様子

久米南町版タイムライン素案



３．自治体版タイムライン策定事例の紹介
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自治体版
タイムライン

自治体版
タイムライン

（１）自治体版タイムライン作成手順
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 ハザード情報やトリガーとなるが下流域に比べて少ない中上流域を対象に自治体
版タイムラインの標準的な作成手順を示している。

 過去水害の経験がある場合やハザードの認識が十分な場合は、「3.防災行動項目
とトリガーの検討」から検討を開始し、作成に時間をかけずに自治体版タイムラ
インを作成し、実運用や訓練を通じてブラッシュアップすることも可能。

2 被災シナリオの作成

3 防災行動項目とトリガーの検討

4 自治体版タイムラインの作成

１ 大規模水害ハザードの確認
・ハザード情報の入手
・ハザード情報の整理
・中小河川の氾濫、土砂災害による影響箇所・範囲の把握

・被災シナリオの把握

・ハザードに対する水害リスクの抽出
・水害リスクの把握と防災行動項目の検討
・防災行動を開始するトリガーの検討

・行動項目とトリガーの時系列整理
・行動手順・内容の抽出
・担当部署、連携機関の抽出
・自治体版タイムラインの確認・調整

自治体版タイムライン作成手順

標
準
的
な
手
順

作
成
に
時
間
を

か
け
な
い
場
合

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ



量水標

久米南町では、カメラで量水標を捉えており、
洪水時に確認しているとの説明がありました。

（２）久米南町、美咲町における策定事例の紹介
①大規模水害ハザードの確認 現地視察結果

 久米南町役場の周辺から、誕生寺川の水害リスクの視察を実施
 この地域は浸水想定区域図がないためが、地形分類図で低地に分類されており、川から近く
地盤が低い地域で浸水の恐れがあることを確認
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洪水時の堰上げの可能性について、
前野教授からアドバイスがありました。

誕生寺川

堰
視察場所

視察場所

誕生寺川の左岸側に
多くの土砂災害警戒
区域がある。

土砂災害のリスク

久米南町役場の周辺は中心
市街地となっている。役場
背後には誕生寺川が流れて
おり、過去にも氾濫により
度々被害が発生している。

凡例

人工改変地

扇状地

その他

谷底平野･氾濫原

中起伏山地
小起伏山地
小起伏山地
（特に起伏の小さい地域）

丘陵地（Ⅰ）
（大起伏）

丘陵地（Ⅱ）
（小起伏）

国道

河原

水関係犠牲者のほとんどが
洪水の可能性のある「低
地」で発生している。※
⇒「低地」は洪水のリスク
が高い地域
※2019台風19号による人的被害の調査
（速報2019年11月12日版）静岡大学防
災総合センター 牛山素行 より引用

視察場所

索引図

通谷川

旭川

誕生寺川

出典：久米南町ホームページ
http://www.town.kumenan.okayama
.jp/living/bousai_bouhan/bousai/riv
ercamera/camera_shimoyuge.html

出典：久米南町ホームページ
http://www.town.kumenan.okayama
.jp/living/bousai_bouhan/bousai/riv
ercamera/camera_shimoyuge.html

誕生寺川は、約14kmで
高低差120ｍ（I＝1/117）と急勾配

たんじょうじがわ

たんじょうじがわ

し
も
ゆ
げ

た
け
つ
ね

に
し
や
ま
じ

ゆげ

しもゆげ

しもゆげ

久米南町



視察場所

久米南町役場の周辺は中心
市街地となっている。役場
背後には誕生寺川が流れて
おり、過去にも氾濫により
度々被害が発生している。

凡例

人工改変地

扇状地

その他

谷底平野･氾濫原

中起伏山地
小起伏山地
小起伏山地
（特に起伏の小さい地域）

丘陵地（Ⅰ）
（大起伏）

丘陵地（Ⅱ）
（小起伏）

国道

河原

水関係犠牲者のほとんどが
洪水の可能性のある「低
地」で発生している。※
⇒「低地」は洪水のリスク
が高い地域
※2019台風19号による人的被害の調査
（速報2019年11月12日版）静岡大学防
災総合センター 牛山素行 より引用

視察場所

ercamera/camera_shimoyuge.html

誕生寺川は、約14kmで
高低差120ｍ（I＝1/117）と急勾配

たんじょうじがわ

し
も
ゆ
げ

た
け
つ
ね

に
し
や
ま
じ

ゆげ

視察場所

視察場所

（２）久米南町、美咲町における策定事例の紹介
中小河川の氾濫 洪水浸水想定区域図による確認

利当橋
利当橋

としとう
としとう
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久米南町



視察場所

誕生寺川の左岸側に
多くの土砂災害警戒
区域がある。

出典：久米南町ホームページ
http://www.town.kumenan.okayama
.jp/living/bousai_bouhan/bousai/riv
ercamera/camera_shimoyuge.html

たんじょうじがわ

しもゆげ

しもゆげ
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（２）久米南町、美咲町における策定事例の紹介
土砂災害 土砂災害警戒区域等による確認

久米南町



（２）久米南町、美咲町における策定事例の紹介
①大規模水害ハザードの確認 現地視察結果

平成30年7月豪雨当時の水位状況や防災対
応について美咲町から説明がありました。

平成30年7月当時のおおよその水位

通谷川

 美咲町旭総合支所の付近から、旭川・通谷川合流部の水害リスクの視察を実施
 この地域は10ｍ以上の浸水が想定されており、平成30年7月豪雨当時状況や本川からの背水
の影響を確認

 加えて山が迫っており、土砂災害の危険性について確認

視察場所

美咲町旭総合庁舎付近
では10ｍ～20ｍ未満の

浸水が想定

山が迫っていることを確認し、改めて土砂災
害の危険性を認識しました。

通谷川沿いは、急傾斜地の崩壊や土石
流の警戒区域にも含まれている。

11

美咲町



浸水深 浸水継続時間

視察場所

視察場所

（２）久米南町、美咲町における策定事例の紹介
中小河川の氾濫 洪水浸水想定区域図による確認

利当橋
利当橋

としとう
としとう
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美咲町
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（２）久米南町、美咲町における策定事例の紹介
土砂災害 土砂災害警戒区域等による確認

美咲町
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②被災シナリオの確認
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避難情報を発令する
タイミングは平成30
年7月豪雨当時の状
況から想定します。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

●18:00避難勧告（旭地域） ●20：45避難勧告（美咲町全域） ●20:45解除

（旭地域）

●氾濫危険水位超過 ●氾濫危険水位超過

●水防団待機水位超過 ●水防団待機水位超過

●10:33大雨 ●14:19大雨警報（土砂災害） ●23:08大雨警報（土砂災害） ●19:39大雨特別警報（土砂災害） ●15:10大雨警報（土砂災害）

注意報発令 ●19：40大雨警報（土砂災害、浸水害）

●10:33洪水注意報発令 ●18:30洪水警報発令 ●15:10洪水注意報解除

●17:30土砂災害警戒情報発表

河川情報

土砂災害警戒情報

日時

大雨注意報・警報
気象情報

洪水注意報・警報

7月5日 7月6日 7月7日

避難情報

堤防高（左岸）

堤防高（右岸）

水防団待機水位

氾濫注意水位

避難判断水位

氾濫危険水位

水防団待機水位

氾濫注意水位

氾濫危険水位
避難判断水位
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時

雨量 落合

旭川 （落合）

旭川 （福渡）

雨量観測所：落合

水位観測所：落合（旭川）

水
位
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読
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m
） 降

水
量
（
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m
）

【欠測】

美咲町
旭総合庁舎

落合観測所
（雨量、水位）

水位5.26ｍで欠測（ 7/6 19：20 ）

落合水位観測所地点 断面

落合 水位：5.26ｍで欠測（ 7/6 19：20 ）

福渡 ピーク水位：6.00ｍ（ 7/7 00：30 ）

※雨量・水位は速報値

利当橋
※来年度から稼働予定

水害リスク（浸水想定区域図、土砂災
害警戒区域、地形分類図等）

被災シナリオ（平成30年7月豪雨）

久米南町

 地域の水害リスク（浸水想定区域図、土砂災害警戒区域、地形分類図等）と平成
30年7月豪雨における被災シナリオを確認しながら、避難場所や避難情報を発令す
るタイミング、住民を避難されるための対応について議論



（２）久米南町、美咲町における策定事例の紹介
②被災シナリオの確認 勉強会検討結果
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平成30年7月豪雨の振返り 今後の安全な避難に向けた対応 まとめ中小河川の氾濫 土砂災害
＜出水対応＞
 避難所を４つ開設して、避難対応を行った。
 雨量に応じて県道の事前通行規制を行った。
（美作県民局）

 台風が過ぎた後も警報級の雨が降ることは予
想していた。7月5日の時点から情報を発信し
続けた。（岡山地方気象台）

 当時担当ではなかったが、国道の通行規制が
主である。（岡山国道事務所）

 真備の被害に対する対応が主な対応であった。
（岡山LPガス協会、西日本電信電話、中国電
力）

＜避難判断情報のタイミング、判断基準＞
 久米南町と県が確認できる一般公開していな
い観測所（現在の久米南水位観測所付近）に
おける基準水位と、土砂災害警戒情報に避難
勧告を全町域に発令した。

＜課題＞
 全町への避難勧告だったため、ある程度地域
に分けて避難勧告が発令できなかった。

 通常、道路の浸水状況を目視により確認する
が、浸水箇所までたどりつけないケースが
あった。（岡山国道事務所）

＜リスク＞
 過去には誕生寺川の氾濫
により国道が浸水したこ
ともある。

 平成30年7月豪雨の際は、
長雨だったが短時間に大
雨が降った場合、リスク
があった。

 昨年9月の新見市での集中
豪雨の場合は、予想が難
しくリスクも高い。（岡
山地方気象台）

＜避難場所＞
 久米南町中央公民館を想
定している。ここは、過
去にも浸水したことはな
い。状況によっては、小
学校、中学校も検討

＜避難情報のﾀｲﾐﾝｸﾞ・基準＞
 短時間の雨量（10分15ｍ
ｍ程度）

 久米南水位観測所の水位
（基準水位は未設定）

 洪水危険度分布
 誕生寺ため池の水位

＜リスク＞
 集中豪雨が怖い。
 道路閉塞により
避難経路が絶た
れる。

＜避難場所＞
 久米南町中央公
民館（土砂災害
警戒区域外）

＜避難情報のﾀｲﾐﾝ
ｸﾞ・基準＞
 短時間の雨量
（10分15ｍｍ程
度）

 土砂災害警戒情
報

 土砂災害危険度
分布

 H30年7月当時は、県と町が確認で
きる観測所があり基準水位も決
まっていて、特に対応に困ってい
なかった。

 しかし、現在の久米南水位観測所
は基準水位が設定されていないの
で、設定が望まれている。

 避難場所としては、浸水想定区域
図が無い中でも、過去の氾濫実績
から、久米南町中央公民館として
いるが、状況に応じて弓削小学校
や久米南中学校の避難場所開設も
検討が必要となる。

 誕生寺川は、流域面積が狭いので、
平成30年7月豪雨のような長雨で
はなく、短時間で強い強度の雨に
対して、危機感を感じている。

 昨年の新見市の事例から、集中豪
雨の予測は難しく、対応も難しい
との気象台からの意見もあった。

 前野アドバイザーの助言も踏まえ
て、短時間雨量（10分15㎜）に留
意する必要があることを認識した。

 誕生寺川の上流端にある誕生寺た
め池の監視も重要であることが気
づきとしてあった。ただ、水位計
や監視カメラの設置は土地改良区
のものなので調整が必要であるこ
とを認識した。

行動項目として「10分雨量
の確認」「洪水危険度分布
の確認」「ため池水位の確
認」を追加

 行動項目とし
て「土砂災害
警戒情報の確
認」「土砂災
害危険度分布
の確認」を追
加

久米南町
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避難情報を発令する
タイミングは平成30
年7月豪雨当時の状
況から想定します。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

●18:00避難勧告（旭地域） ●20：45避難勧告（美咲町全域） ●20:45解除

（旭地域）

●氾濫危険水位超過 ●氾濫危険水位超過

●水防団待機水位超過 ●水防団待機水位超過

●10:33大雨 ●14:19大雨警報（土砂災害） ●23:08大雨警報（土砂災害） ●19:39大雨特別警報（土砂災害） ●15:10大雨警報（土砂災害）

注意報発令 ●19：40大雨警報（土砂災害、浸水害）

●10:33洪水注意報発令 ●18:30洪水警報発令 ●15:10洪水注意報解除

●17:30土砂災害警戒情報発表

河川情報

土砂災害警戒情報

日時

大雨注意報・警報
気象情報

洪水注意報・警報

7月5日 7月6日 7月7日

避難情報

堤防高（左岸）

堤防高（右岸）

水防団待機水位

氾濫注意水位

避難判断水位

氾濫危険水位

水防団待機水位

氾濫注意水位

氾濫危険水位
避難判断水位
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【欠測】

美咲町
旭総合庁舎

落合観測所
（雨量、水位）

水位5.26ｍで欠測（ 7/6 19：20 ）

落合水位観測所地点 断面

落合 水位：5.26ｍで欠測（ 7/6 19：20 ）

福渡 ピーク水位：6.00ｍ（ 7/7 00：30 ）

※雨量・水位は速報値

利当橋
※来年度から稼働予定

水害リスク（浸水想定区域図、土砂災
害警戒区域、地形分類図等）

被災シナリオ（平成30年7月豪雨）

美咲町

 地域の水害リスク（浸水想定区域図、土砂災害警戒区域、地形分類図等）と平成
30年7月豪雨における被災シナリオを確認しながら、避難場所や避難情報を発令す
るタイミング、住民を避難されるための対応について議論
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平成30年7月豪雨の振返り 今後の安全な避難に向けた対応 まとめ中小河川の氾濫 土砂災害
＜出水対応＞
 高齢者が多い（高齢者率が50%）。この避難
対応がメイン。

 自治会長が避難所のカギを持っている。
 土砂による通行止め箇所を把握した。
 旭川ダムの影響は、護岸ブロックの変わり目
で判断している。

 消防団は、通谷川の冠水ヵ所の対応。冠水ヵ
所は決まっている。（水位計を設置予定の箇
所。）

＜避難判断情報のタイミング、判断基準＞
 7月豪雨の際は、土砂災害に対して避難勧告を
出した。

 地域防災計画書の基準値に達したら、本庁が
発令。

 雨量基準：連続雨量、時間雨量の基準を定め
ている。

 土砂災害警戒情報も基準。

＜課題＞
 自主避難者の避難状況の把握が難しい。（避
難者数の確認が課題。）

 気象庁と岡山県の土砂災害メッシュ情報にず
れがある。

 L2では、旭支所庁舎が水没する。L2に対する
支所の在り方を検討中。支所移転など。

 また、2次避難させるのか、あらかじめ高台へ
避難させるのか、住民にL2のリスクを説明し
議論する必要がある。

＜リスク＞
 流木
 R429の冠水。津山方面に
避難することができなく
なる。

＜避難場所＞
 L2を対象とすると高台に
あるコミュニティーセン
ターまたは三休公園民族
館しか避難がない。

 ただし、避難経路に土砂
災害危険個所がある。

 消防団に避難対応をお願
いする必要がある。

＜避難情報のﾀｲﾐﾝｸﾞ・基準＞
 雨の降り方に注視。

H10.10洪水の経験を踏ま
え2～3時間雨量に注視し
ている。

 行動項目として「連続雨
量の確認」「時間雨量の
確認」を追加

＜リスク＞
 土石流などによる車両の通
行止め

 家屋の倒壊
 道路閉塞により避難経路が
絶たれる。

 流木による河川閉塞。

＜避難場所＞
垂直避難をする。

＜避難情報のﾀｲﾐﾝｸﾞ・基準＞
 10分雨量がどれだけ継続
するかが問題。

 行動項目として「10分雨
量の確認」を追加

 備考に「10分15ｍｍの短
時間雨量を観測した場合は、
災害が発生することを前提
に対応」と追記

 H10.10災害の経験から
職員および住民ともに
防災意識が高い地区。
（自主防災組織が15団
体ある。）

 H10.10洪水では、水位
計設置予定ヵ所の橋梁
に流木が詰まり、下流
の右岸側一帯が浸水し
た。

 地形的な要因から土砂
災害のみに留意してき
たようである。

 避難勧告基準を明確に
決めており、基準値到
達で例外なく発令して
いる。

 通谷川は、流木による
河道閉塞で浸水被害が
発生したが、あまり意
識はしていない。

 ただし、L2の浸水想定
により旭川からのリス
クがあることがわかり、
今後の検討課題である
という認識を持ってい
た。

 “雨量基準の確認”、“短
時間雨量の確認”を行動
項目として追加する。

行動項目として
「連続雨量の確
認」「時間雨量の
確認」を追加

 行動項目として「10分
雨量の確認」を追加

 備考に「10分15ｍｍの
短時間雨量を観測した
場合は、災害が発生す
ることを前提に対応」
と追記

美咲町
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TL立ち上げ（レベル0-1移行）
の意思決定
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に影響する恐れ

災害対策本部等の設置準備 市町村災害対策本部等の設置準備
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「いつ」 「何を・どのように」「誰が◎・誰と・誰に○」

旭川水害タイムライン【詳細版】作業用

情報収集・伝達について
発：情報を発信する機関 収：情報を収集する機関
受：情報を受け、さらに伝達する機関もしくは情報を受ける機関

防災行動について
◎：主体的に行動する機関
○：それを支援または協働する機関

ワークショップ参加部署の列を追加
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中上流自治体

く
ら
し
安
全
課

建
設
課

地
域
み
ら
い
課

旭
支
所

上
下
水
道
課

防
災
部
局

建
設
部
局

福
祉
部
局

危
機
管
理
課

土
木
部

備
前
県
民
局

危
機
管
理
室

道
路
港
湾

　【継続】 1
全般・地方・府県気象情報、台風情報、台風5
日進路予報、週間予報の確認

収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収 収

の収集　【継続】 2 警報級の可能性の確認 収 収 収 収 収 収

3 タイムライン内部会議（仮）の調整 ◎ ◎ ◎ ◎

4 大雨警報の発表見込みの設定 ◎ ○

5
台風進路予測、大雨警報の発表見込み等か
ら0hの設定

◎ ○ ○ ◎

6 防災体制のスケジュールの設定 ◎ ○ ○ ◎

7 TL立ち上げ（レベル0-1移行）の周知 発 受 受 受 受 受 受 受 受 受 発 受

対応行動

目
層）

No

岡
山
地
方
気
象
台

岡
山
河
川
事
務
所

行動手順・内容
（第3階層）

美咲町

チ
ェ
ッ
ク

岡
山
国
道
事
務
所

中
国
電
力

(

社
口
ダ
ム

)

岡
山
県
土
木
部

（
ダ
ム

）

岡山県

①行動項目（第１～第３階層）、
中上流域自治体の役割を確認しな
がら自部署の役割を追記

収

収

◎

②他機関と連携する場合は、連携
する機関の行動項目の役割を追記

◎

③行動項目の表現の修正も可能

 ﾀｲﾑﾗｲﾝﾚﾍﾞﾙの状況を事務局より説明し、レベル毎に旭川水害タイムライン【詳細
版】作業用を用いて、自部署に係る防災行動項目を検討

 地域防災計画等を参考に、防災行動項目の漏れ、抜けについてもチェック（各レ
ベル5～10分程度で検討）
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タイムライン
レベル

警戒レベル
タイムラインレベルの基準

中小河川氾濫 土砂災害

レベル0-1
（3日前準備）

・台風：3日後に台風に影響するおそれ
・前線：早期注意情報（警報級の可能性）【目安：3日後に影響】

レベル0-2
（2日前準備）

・台風：2日後に台風に影響するおそれ
・前線：早期注意情報（警報級の可能性）【目安：2日後に影響】

レベル1 警戒レベル1 ・早期注意情報（翌日までの警報級の可能性）【目安：1日後に影響】

レベル2 警戒レベル2

・氾濫注意情報
・洪水注意報
・洪水警報の危険度分布(注意)

・大雨注意報
・大雨警報(土砂災害)
の危険度分布(注意)
・土砂災害危険度情報（レベル1）

レベル3 警戒レベル3

・氾濫警戒情報
・洪水警報
・洪水警報の危険度分布(警戒)

・大雨警報(土砂災害)危険度分布（警戒）
・土砂災害危険度情報（レベル2）

レベル4 警戒レベル4

・氾濫危険情報
・洪水警報の危険度分布（非常
に危険）

・土砂災害警戒情報
・危険度分布（非常に危険、極めて危険）
・土砂災害危険度情報（レベル3、4）

レベル5 警戒レベル5
・氾濫発生情報
・大雨特別警報

・大雨特別警報

20

 災害発生の危険度の高まりに応じた、防災行動の段階を「タイムラインレベル」
としている。

 タイムラインレベルは、下表を基準とし警戒レベルと整合を図った。
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21
https://bousaikoudou.jpn.org/okayama_portal/timeline_site/

 タイムラインレベルの状況は、訓練用動画で確認することも可能

https://bousaikoudou.jpn.org/okayama_portal/timeline_site/


　　　　　　　　

中上流自治体

く
ら
し
安
全
課

建
設
課

地
域
み
ら
い
課

旭
支
所

上
下
水
道
課

防
災
部
局

建
設
部
局

福
祉
部
局

　 1
全般・地方・府県気象情報、台風情報、台風5
日進路予報、週間予報の確認

収 収 収 収 収 収

　 2 警報級の可能性の確認 収 収 収 収

3 タイムライン内部会議（仮）の調整 ◎ ◎ ◎

4 大雨警報の発表見込みの設定 ◎ ○

5
台風進路予測、大雨警報の発表見込み等か
ら0hの設定

◎ ○ ○

6 防災体制のスケジュールの設定 ◎ ○ ○

7 TL立ち上げ（レベル0-1移行）の周知 発 受 受 受 受 受 受

No

岡
山
地
方
気
象
台

岡
山
河
川
事
務
所

行動手順・内容
（第3階層）

美咲町

チ
ェ
ッ
ク

岡
山
国
道
事
務
所

中
国
電
力

(

社
口
ダ
ム

)
（２）久米南町、美咲町における策定事例の紹介

③防災行動項目とトリガーの検討
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No１１と１２の間に移動

修正例

No１１と
１２の間
に移動 スペースがない場

合は付箋紙に記載

特に確認が必要な
防災行動項目（例）
 災害対策本部等の
設置

 水防活動の実施
 排水施設等の操作
 福祉避難所の設置
 避難所の開設
 避難情報の発令

 「体制配備基準」や「避難情報の発令基準」等、地域防災計画上に明確な実施基
準がある防災行動項目については、タイムライン上の防災行動項目のタイミング
が地域防災計画書と整合がはかれているか確認した。



（３）久米南町、美咲町のタイムラインの紹介

23

久米南町

 久米南町版タイムラインは、「情報連絡」、「避難対応」、「現地対応」に分け
て行動項目の役割を整理。
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美咲町

 美咲町版タイムラインは、平常時、防災体制配備、非常体制で分けて、行動項目
の役割を整理。



４．質疑応答
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